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研究成果概要 
昨年度末に神岡施設内に確保した実験スペースについてその整備を進めた. 具体的には

100V電源を確保して真空槽内に10cm長光共振器を設置し, 超小型イオンポンプ(排気量 
2littre)にて排気を開始した. また共振器を含む真空槽の温度安定化についても既に設置

して正常動作を確認している. 光源については既に神岡への持ち込みは終了しており, 
今後光学パスのアライメントの作業を進め, 光源の光共振器への周波数安定化を行う予

定である.  
  
尚、共振器の設置に先立ち、精密除振台上の加速度環境を測定し,小金井市の情報通信研

究機構の実験室と比して, 海岸へ打ち寄せる波に起因すると思われる 0.2-0.5Hz 域では

ほぼ 10倍, その他の波長域では 100 倍加速度振幅として神岡の実験室内の振動が低いこ

とを確認した. また, 通常我々が実験において使用しているサーボ加速度計についてそ

のノイズレベルを確認することが出来た. この加速度計は小金井において我々が開発し

た光学的アクティブ除振法において利用されており, 今回初めて得られたノイズレベル

は, この加速度計が小金井においては十分な S/N 比で地面振動を捉えられる性能を有し

ていることを意味している. また使用しているパッシブ精密除振台の性能についても仕

様通りに 1Hz 以上において除振性能が効くことを確認出来た.  
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